
かつて縁側は、ど近所国士のお茶飲みの場でした。とこ

3が住宅構造の変化ととも |こ、そんなふうにあ茶を飲みな

がら、気軽 !こ誘蝶ι′のできる場がまちの中から消あつつあ

ります。

そこで長野市では、住宅 :こ限らず、気軽 !こ寄れて仲間紀

会為3場所き「まちの縁側」と呼んで、市寵!こ 5000台
所つくろうとしています。

今回ζさ、そんな長野での実践例も参考:こ しながら、稲城

版「まちの縁側づくし′』 |こつもヽて一緒 |こ 巻えてみたもヽと霧

じヽます。ぜみご参塾3<曜ごしヽ.

隕圏 時/平成24年環理露 電5目 転 》

lSLSO島 理磐 ]3◎

颯金 鰯/稲鐵帯麹鐘振興プラ攣4「

M参島囲費/8の ○圏

涸攀込み/電 2選 8圏 (圭)まで 1と

※下記サボートセンケーヘお申込み下ごい。

※ただし、当日参加議大歓辺です。

は主 催/輔 PQ齢鎌露膠動鋪一許ぱバトもヽ態ぎ

鐵響勒 蝙鱚づく議:雉蝙鰈翁饉倉

探してみると市雉:こも、個人や団体で 昧 ちの縁側づくり』 |こ取り纏

んでし囁 事例が纏構轟む′ます。そんな取り組みき紹介してしヽ姪だきます。

篇露靱 鍾緻畿燒
～ひこ盤:騨ら輸蝙番鐘蠅か轟も豊穣磐鍮鰯燒し続轍畿酵～

講師 :閣 林ヽ博蠅氏 (まちの経側育務プElジエクトながの世話人)

炒艤靱 慇じ量係 (トー学寵?轟 》

小グループ:こ分かれて、稲城でもできそうな縁側づ<LJのアイデア

をみんなで出し含つ、楽しい謝しやべし′の場です。

【間台せ・螂込み】

市民活動学ポートセンタす (協働推進課向) 042守378-2112
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橿本ごんのあ宅 (築 140年 )

の広こゝ繊側鍍、一年中、近鱗の

人たちの「だん参ん」の場とな

つてもヽます。

もヽつても副荼とあ璽子が量分

れ、時:こ懲霙ごんの手作じザ保存

食や國季Φ農産物 (こ 台ン・

締 。/i手ゴ 。卜で卜。事 。生姜

など)むもヽただけます。

縁働憾、大彗憲墨敷林 (奪や

率や自援、スプライ、しでうや

スギ、禅警丸の大本など)起圏

ま織、ま導で議林浴の申1置いる

ようです。

ま還、広い庭は、四季折震の

珍りもヽ花々が迎んてくれます。

ご家族|さ鑽囲で採れた約2③種

類の野菜や竹の子・彙物など、

美味しもヽ旬の味き楽しまれてもヽ

ます。

善Ⅲ無褻幸舞Ⅲ蒔 Ⅲ:■:■

晨諄繭で憾、ほ卜・コト。モノがつSやか鍾

行き交わ錫、「朧壌共生の場」な「まちの総側」

と呼んでいます。な31翠どと思つて探してある

と籠城|こむ薫麟態『意ちの霧側」があιメましを。

「軋珀鐵
勒鞣吻
腋冬輻』
不

滸

熙
『
警魃蛉瓢餘驚

諄
灯【』警

団地 1鐘の扉き鶉鍼ると、菫

闘建素敵な栞ガ置もヽであιブ、そ

こまこ∫さこう豊か絶てもゝました。
嘔
まだ子どもが著ヽごかつ難時

羅おこ謝しゃべじ′したもヽ、気購

らりし経もヽ、もヽ3島な世代の人

の話がMきたい、い3んな場が

近く鍵ぼしい、そう思つてもヽ議

し趣"

“子ども達が大きくなつたつ

せんな場なつくし∫通しヽ、そう思

もヽ、月2回たなかの自宅で、蓬

怒おフェき開くこと|こなも′まし

還"

“OSやお|と、ながく、続けて

も麟 ればと思つてし意 す"

轟禰:こ訪ねた時諄昼頃だつた

ので、赤ちゃん連れのあ母ごん

だけでし筵が、2度目∫さ幼稚圏

児も加わつて大鰺わもヽでした。

自宅者闘鮫して今年の3月 :こ

オープレし鯉「角フェじむだご

んち」、活動日悠第3立躍目の

午後で、翻しやべし′の他、簡単

体操、ゲームなどのプログラム

な準備するが普れ:こ羹るかどう

分麟参加蓄次第だそうです。

始めた動機は「ご近所翁施で

築三文{じセンウーの会食会:こ来

のれなくなる方が多くなつを。

でもいごとりう時|ど 1さご近所付

き合もヽが人事.近く難集れる場

所はなもヽし、しヽつそ、我が家き

錮敵するのが早運」と石田ごん。

もつと回戦審罐やし、時:こは

7~イ十一ありの幅広もヽ年代の集

まるカフエ|こ りをしヽというのが

望みだそうです。その先駆けと

して12層趣鯵クリスマスパー

ティき予定してしヽるとが。



F豊かな自然や食き稲城での

暮らしに活かしたこノ、分から

合つたrrjできる場があつたら

しヽいなあ～」せんな思いから、

自分盤できることきやつてみ

ようと始めたのが自宅のガ妙
―ジの小ごな討店、鈴木ごん

の「いな讐らむ」です。

それが縁で、同じ思しヽの天

然酵母のバン屋。SO―LA.LAの

高谷ごん、宅配専P3の桑屋 。

醸晃水産の須崎さんとりう仲

間tできたそうです。

み弁んやブルーベlJ―の生

産者ごんな訪ね、ご近F~fの 野

菜の生産蓄ごんや手づくしメ層ヽ

物の作し′手ごんと知ι′含うな

ど、知 城のいもヽもの"が少し

ずつ贈えてあし
1、 世代き越為

たつながしノが生まれる場にで

きたら、と鈴木さんの夢:さ膨

らおます。

議事葉 (9月 27日 )

見

「懸霧軸 鞣」

稲鐵③魅力な再発見しよう

と9層 27日、飯浜の議ごん

のご毬丈lないただぜ約40名
の専お郷土料理のうどん奪じブ

に挑戦しました。

小麦粉は上谷戸産 (無農薬

栽培).姉ですスき卜l1/ピ ン

ゲするのが坂浜流.

民生委員の中曲ごんの指導

でどのグループのうどんも大

変美味しく艶で上がり皆ごん

満足顔。

食後は榎本高治氏の書かれ

た「坂浜歴史研究会の活動」

き資料として坂浜の魅力き話

し合もヽました。

池田義治会長、水車の会か

ら榎本一農S氏、種本壮―郎氏

が参加ごれ坂浜の魅力き熱<
語つてくださいました。

参加者弁う|さ次のような感

想が寄せられました。
。開発前は霜城の3分の1が

坂浜だつたことに驚もヽた。
。若葉台にあつた逮跡は縄文

時代中期の大規模お集落遺

跡であることが分かつた。

・歴史研究会でまとめた冊子

きぜひ読んでみ違い
。地名や屋詈に興味きもつた。

・ 「上谷戸ホタルのタベ」き

継続的に発展させて欲ししヽ。

・坂浜こ言葉台とのつなが tJ

作t層印象に残つた。

(和団)

e講座 (10月 6日 )

講師は全国釣に有名な「す

ずの会」代表・鈴木悪子氏と

認知 症の 母親 き介護中 で、

「息子介護」の著者でもあ3
鈴木宏康氏の 2名による講演

会でした。

鈴木代表は、生活者の視点

を忘れずにSOSに 対する声

かけのタイこング、言葉嵐 ヽ

や距離の取ιノ薄、また、身近

な人との出会しヽき大切にして

(4ページに続<)
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と簸 氏 (右)

塞の文まこあつた実験活動を積み

重ねていく。そ して、行政や地

域の機幽体こネツトラータ壼縄

み、構報共有しながゆみんなで

取し′組毒事が重要だと話ごれ誰

し趣。

宏簾民から∫ご「鍮けてJと雷

んなもヽ男性介護者の悪しヽや情報

なキヤ γ`千す る心の余裕の策

ご、虐待き趨こしうる寸前の介

護舎現状など、当事審ならで iき

の切実態生の声き闘くことがで

きました。

地域支援の在じノ庵 iこ つしヽで改

めて巻為る機会 |こなつたこ態もヽ

ます。

・
きた、「団体麺士で人の響い

合いきもなもヽで」としヽつ鈴木代

表の言葉が国家艶でした。

(魔圏)

鬱事業 (10月 28日 )

縣渫療鰊』
この国は「稲減でいい籐画き

魏よう ∫ 梨鋏会』主催0畿画

会でした。

執輻「だん率ん∫こつiごん」は、

雪知・詢医療生臨50年 の歴史

とその活動を違つた ドキユメン

菫盛ι′上がつたトーク角フエ

タ 1ノー映画です。伊勢湾台量の

後、 小さな診

療所き拠点 :こ

救援活動き行

つたポランテ

ィ ア な ど 、

308人 が共

同出資して始

幾たのがこの

生機で、今で

|さ会員約 6万
人、立派な総

合病院まで作

つてしまいま

した。

彗、総合病院がゴーんではなく、

そのエネルギーきもう一度地域

|こ返し、「グループrtl一みなも」

や『生機ゆうゆう村Jなど、勤

け合りのシステムを作つてひ3
ことです。

映画の後、 J」 t池征人監督の議

演、そして監督も交あてのトー

クカフェ 《話し合もヽ)が行わ絶

映画き観ての感想やまちづくもノ

趣対するぞれぞ権の目もヽなどを

出し含りました。

午後 1時半分ち 38書まで、長

丁場でしたが、楽しお争蛭せい

が、あつという間の4時間半で

した。 (咽 林ヽ )
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気
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つ

午後 7～9時

m12月了圏 (金》

。話し手 :安東 通正ごん
(東長沼在住)

。演 題 :「元サラ:ノーマン

陶基家が、やき

ものの歴史き語

3」

稲減 |こ おけ3縄文土器の

話。稲城 |さ奈良時代、瓦の

産地だつたのに、窯業鰺と

して栄為難弁つたの iさ何故

か ?平安時代に六か所の窯

業麹が栄えたの iさ何故か?
等腱、様々参疑問き解きな

がら、やきものと文化につ

もヽて語つていただきます。

感激 した の


